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研究報告書 

 放射線誘導性の腸炎の成因において、ウイルス由来の二本鎖 RNA を認識する自然免疫受容

体 Toll-like receptor 3 (TLR3)が重要な役割を果たすことを見出した。医科研受け入れ教員の

清野宏先生のラボが作成した Germ free のマウス施設を用いて実験を行い、腸管常在細菌叢

は放射線誘導性腸炎の病態には関わらず、内因性の RNA が原因となっていることを突き止め

た。現在、論文投稿中である。 

 

 
 
 
 


